
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会（
発
表
者
募
集
中
）

日
時　

令
和
4
年
7
月
18
日
（
月
祝
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
千
円（
会
員
・
一
般
と
も
）

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に
「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い

致
し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※�

8
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

こ
の
世
の
人
生
で
活
躍
、
満
足

す
る
方
法
と
は
？

　
　
　

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

日
時　

令
和
4
年
9
月
18
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

講
演
内
容

実
際
多
く
の
人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
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今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ
と
募
集

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
十
月
第
30
回
全
国
大
会
発
表
者
募
集

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
7
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
夏
季
放
談
会

◎
第
46
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
3
年
12
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
六
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
六
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎ 

6
月
の
定
例
幹
事
会
に
か
わ
る

「
お
茶
会
」に
関
連
し
て　

◎
人
生
を
命
が
消
え
る
ま
で
心
も
健
康

　

で
あ
り
た
い
生
き
方

◎
名
著
こ
ぼ
れ
話（
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
超
常
現
象
と
し
て
願
い
事
を
叶
え
る

◎
理
想
社
会
へ
の
道 
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て
活
躍
し
て
、
有
意
義
な
人
生
を
送
り

た
い
と
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

多
く
の
人
が
自
分
の
人
生
に
満
足
感
が

得
ら
れ
な
い
状
態
で
人
生
を
終
わ
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
多
く
は
な
い
が
、
自

分
の
人
生
を
と
て
も
満
足
し
て
、
幸
せ

な
一
生
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
死
ん
で
い

く
方
も
い
ま
す
。
こ
の
差
は
な
ん
で
し

ょ
う
か
？
一
般
的
に
は
人
生
は
能
力
、

努
力
や
運
等
で
決
ま
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
異
な
り
ま
す
。

私
は
5
0
0
人
程
の
方
々
の
過
去

世
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
今
生
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
と
過
去
世
（
5
世
代
）、
今

生
の
人
生
の
活
性
度
、
人
生
の
波
動
の

高
さ
の
三
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
相
関

関
係
を
ま
と
め
て
観
る
と
、
今
世
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
（
人
生
の
満
足
度
、
社
会

へ
の
貢
献
度
、
金
銭
的
な
評
価
）
と
こ

の
三
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
関
係
が
定

性
的
に
表
現
で
き
る
事
が
分
か
り
ま
し

た
。
今
回
の
報
告
で
は
こ
の
相
関
に
つ

い
て
、
な
る
べ
く
定
量
的
な
相
関
式
で

説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
長
年
一
流
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
や

り
な
が
ら
、
見
え
な
い
世
界
に
興
味
を

も
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
技
法
を
学
び
自
分

独
自
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
法
を
開
発
し
た
方

で
す
。
健
康
改
善
に
興
味
の
あ
る
会
員

の
皆
様
は
、
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
飛
沢
誠
一
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

某
一
部
上
場
企
業
に
て
31
年
間
技
術

開
発
と
し
て
各
種
製
品
を
開
発
に
従
事
、

研
究
所
長
ま
で
務
め
た
。
30
年
前
に
不

思
議
な
体
験
を
通
じ
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
チ

ャ
ネ
リ
ン
グ
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
を
体
得
。
会
社
勤
務
中
か
ら

人
体
は
じ
め
土
地
、
建
物
な
ど
の
ヒ
ー

リ
ン
グ
・
浄
化
方
法
な
ど
開
発
実
践
し

て
き
た
。
10 

年
前
こ
の
レ
イ
キ
気
功
技

術
開
発
と
そ
の
施
術
・
指
導
に
専
念
す

る
た
め
会
社
を
設
立
、
高
次
元
レ
イ
キ

気
功
を
開
発
し
た
。
現
在
は
そ
の
技
術

指
導
・
普
及
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
6
／
18
受
領
分
ま
で
）

金
二
千
円
也　
　
　

八
幡　

み
わ　

様

金
一
千
円
也　
　
　

瓜
生
昌
代
司　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

2
0
2
2
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
30
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
10
日（
月
・
祝
）に

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発

表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
あ
の
世
と
サ
イ
」
と
い
う
こ
と
で
、

宗
教
や
心
霊
科
学
に
と
っ
て
主
要
な
テ

ー
マ
と
な
り
ま
す
死
後
の
世
界
に
つ
い

て
、
サ
イ
科
学
的
な
観
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
解
釈
を
検
討
し
て
い
く
所
存

で
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集「
サ
イ
科
学
2
0
2
1
」末
頁
の

「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を
よ
く

読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

人
類
史
と
見
え
な
い
『
音
』
の
世

界　

〜
調
性
、
周
波
数
・
・
音
の

あ
れ
こ
れ
〜

　
　
　

講
師　

河
野�

正
孝�

氏

（�

指
揮
者
、
オ
ー
ボ
エ
奏
者
、
関
西
室��

内
楽
協
会
代
表
）
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日
時　

令
和
4
年
7
月
16
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
〜
17
：
00
（
13
：
00
開

場
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
階
Ａ
ス
タ

ジ
オ

・ 

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下
茶
屋
駅

下
車
徒
歩
5
分

・ 

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭
和
町
」　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・ 

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

　

終
了
後
、
講
師
を
囲
む
懇
親
会
が
あ

り
ま
す
。（
於
「
わ
の
わ
」《
あ
べ
の
ベ

ル
タ
B
1
F
》、
参
加
費
3
5
0
0
円
）

※ 

懇
親
会
へ
の
参
加
は
、
当
日
受
付
に　

て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ　

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の「
参
加
予

約
」フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://ladies.jp/kps/ken.html#ken463

「
言
語
」
に
先
立
つ
「
音
」
の
知
覚
は

人
類
の
歴
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
ま
し
た
が
、
音
の
影
響
力
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
講
師
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
西
洋
音
楽
を
学
び
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
中
核
と
な
る
オ
ー
ボ
エ
奏
者
と

し
て
、
ま
た
指
揮
者
と
し
て
音
の
世
界

を
横
断
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

経
験
か
ら「
見
え
な
い
」音
の
世
界
を
探

求
、
多
く
の
知
見
を
得
た
と
い
い
ま
す
。

今
回
は
楽
曲
の
調
性
や
音
程
、
さ
ら
に

周
波
数
な
ど
、
生
体
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
音

楽
に
よ
っ
て
脳
波
が
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
か
、
か
ん
た
ん
な
実
験
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
聴
く
だ
さ
い
。

◎
河
野
正
孝
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
阪
音
楽
大
学
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ

ブ
ル
グ
音
楽
大
学
卒
業
、
オ
ー
ボ
エ
を

ハ
イ
ン
ツ
・
ホ
リ
ガ
ー
に
、
ハ
ノ
ー
ヴ

ァ
ー
音
楽
大
学
（
卒
業
）
で
は
イ
ン

ゴ
・
ゴ
リ
ツ
キ
に
師
事
。
帰
国
後
、
関

西
室
内
楽
協
会
、
大
阪
チ
ェ
ン
バ
ー
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
設
立
し
て
室
内
楽
活
動

を
積
極
的
に
行
う
。
1
9
8
9
年
大
阪

市
「
咲
く
や
こ
の
花
賞
」
受
賞
。
ま
た
、

ソ
リ
ス
ト
と
し
て
リ
サ
イ
タ
ル
や
大
阪

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
の
共

演
な
ど
活
発
に
演
奏
を
行
い
、
宝
塚
ベ

ガ
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
、
大
阪
芸
術
大

学
准
教
授
、
読
売
室
内
楽
コ
ン
ク
ー
ル

ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
な
ど
を
務
め
る
。
関

西
室
内
楽
協
会
主
宰
、
大
阪
チ
ェ
ン
バ

ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
代
表
。
や
ま
な
み
グ

リ
ュ
ー
ネ
管
弦
楽
団
音
楽
監
督
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

恒
例「
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

夏
季
放
談
会
」

日
時　

8
月
20
日（
土
）

　
　
　

14
：
00
〜
17
：
00　

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
階
Ａ
ス
タ

ジ
オ

参
加
費　

3
5
0
0
円（
飲
食
を
含
む
）

会
員
、
非
会
員
を
問
い
ま
せ
ん
。
サ

イ
科
学
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予

約
」フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://ladies.jp/kps/ken.html#ken
463

内
容

ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
、
歌
曲
（
ゲ
ス
ト
歌
手

松
山
七
織
、
ピ
ア
ノ
／
井
之
元
加
奈
）、

タ
ケ
ダ
ト
リ
オ
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
の
生
演

奏
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

13 

：
30　
ま
つ
む
し
音
楽
堂
合
同
慰
霊
祭　

（
安
倍
晴
明
神
社
宮
司
が
出
仕
し
ま

す
。）

14 

：
00
〜
15
：
00　

開
会
の
あ
い
さ
つ
、　

乾
杯
、
自
己
紹
介　

な
ど

15 

：
00
〜
15
：
15　

歌
曲
演
奏
（
ソ
プ　

ラ
ノ
／
松
山
七
織
、
Ｐ
Ｆ
／
井
之
元　

加
奈
）

〜 

17
：
00　

歓
談
、
タ
ケ
ダ
ト
リ
オ
演　

奏（
リ
ク
エ
ス
ト
可
）

＊ 

ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
併
催
（
サ
イ
関
連
グ　

ッ
ズ
＠
1
0
0
円
か
ら
）

※�

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
8
月
の
研
究

集
会
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
46
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
16
回�

Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
人
革
命（
其
の
2
）」

日
時　

令
和
4
年
7
月
23
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
2
研
修
室	

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　

 

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端
（
赤
羽

寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出
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て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般  

二
千
円

　

 

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳　

以
上 
一
千
円

　

宇
宙
人 
0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

京
都
大
学
で
も
宇
宙
人
と
の
遭
遇
に

備
え
「
宇
宙
倫
理
学
」
講
座
を
今
年
度

か
ら
開
始
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
も
宇
宙

人
問
題
が
認
め
ら
れ
て
い
る
今
、
昨
年

に
引
き
続
き
、「
宇
宙
人
革
命
」を
テ
ー

マ
に
更
に
深
め
て
探
求
。
現
在
、
宇
宙

人
革
命
は
如
何
に
進
行
し
て
い
る
か
？

Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
宇
宙
人
と
の
接
触
者
を
中

心
に
、
日
本
サ
イ
科
学
会
な
ら
で
は

の
、
超
能
力
問
題
も
考
え
合
わ
せ
な
が

ら
、
学
ん
で
ゆ
こ
う
！　

皆
さ
ん
、
是

非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
？

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
3
年
12
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
！

　
　
　

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

脳
波
研
究
の
動
機

私
は
大
学
を
卒
業
し
て
1
9
6
1
年

に
松
下
電
器
産
業
の
研
究
所
に
入
り
ま

し
た
。
本
社
は
大
阪
の
門
真
に
あ
る
の

で
す
が
、
東
京
地
区
に
も
研
究
所
を
造

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
知
り
合
い
の
つ

て
で
入
社
致
し
ま
し
た
。
入
っ
て
最
初

に
や
っ
た
の
は
半
導
体
の
物
性
研
究
で

あ
っ
た
り
、
そ
れ
を
応
用
す
る
集
積
回

路
の
製
造
と
か
、
や
が
て
は
Ｌ
Ｓ
Ｉ

（
大
規
模
集
積
回
路
）
の
開
発
を
し
て

お
り
ま
し
た
。

60
年
代
後
半
に
米
国
で
開
催
さ
れ
た

国
際
会
議
に
半
導
体
物
性
の
研
究
発
表

の
た
め
初
め
て
渡
米
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
と
き
に
研
究
者
仲
間
で
も
話
題
に

な
っ
て
い
た
の
が
、
脳
波
の
ア
ル
フ
ァ

波
に
つ
い
て
の
研
究
で
し
た
。
ア
ル
フ

ァ
波
は
初
め
て
聞
く
話
で
し
た
が
、
知

的
生
産
性
が
上
が
る
、
い
ろ
い
ろ
い
い

ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
、
ア
イ
デ
ア
に
基

づ
い
て
意
欲
的
に
実
験
す
る
と
か
あ
る

い
は
創
る
と
か
、
ま
た
器
用
に
手
足
が

動
く
の
も
脳
波
で
ア
ル
フ
ァ
波
が
強
い

と
き
な
の
だ
、
と
い
う
よ
う
な
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。

そ
れ
な
ら
私
自
身
の
研
究
所
に
お
い

て
、
ア
イ
デ
ア
と
か
特
許
を
書
く
と
か
、

あ
る
い
は
実
験
し
な
が
ら
そ
れ
を
証
明

す
る
と
い
う
行
動
に
対
し
て
意
欲
的
で

あ
る
た
め
に
は
、
自
分
が
ア
ル
フ
ァ
波

が
出
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
で
い
ろ
い
ろ
展
示
が
あ
っ
た

も
の
で
す
か
ら
、
自
分
の
脳
波
を
測
ら

せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
ま
っ
た
く

ア
ル
フ
ァ
波
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
ア
イ
デ
ア
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

研
究
所
の
研
究
員
と
し
て
は
、
基
本

は
特
許
を
申
請
し
て
登
録
さ
れ
て
実
用

に
な
っ
た
ら
、
評
価
が
高
く
な
る
の
で

す
ね
。
と
こ
ろ
が
特
許
の
ア
イ
デ
ア
が

な
か
な
か
出
な
く
て
書
け
な
か
っ
た
の

で
す
。
で
す
か
ら
ア
ル
フ
ァ
波
が
強
い

状
態
で
考
え
れ
ば
ア
イ
デ
ア
が
出
て
、

特
許
も
取
れ
る
か
な
と
考
え
て
、
脳
波

の
ア
ル
フ
ァ
波
を
よ
り
強
め
る
方
法
を

吸
収
し
て
、
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考

え
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
脳
波
の
研
究
が

始
ま
り
ま
し
た
。

脳
波
の
研
究
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
日
本
で
は
そ
の
研
究
結
果
を
発
表

す
る
場
が
な
い
の
で
す
ね
。
強
い
て
い

え
ば
心
理
学
と
か
心
理
生
理
学
等
の
学

会
で
多
少
発
表
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
現
在
本
会
名

誉
会
長
で
あ
る
電
気
通
信
大
学
の
佐
々

木
茂
美
先
生
か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
Ｐ
Ｋ
や
Ｅ
Ｓ
Ｐ
を
引
き
起
こ
す
人

の
脳
波
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
測
定
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼

で
し
た
。
私
は
個
人
的
に
は
い
わ
ゆ
る

超
能
力
現
象
に
興
味
は
あ
っ
た
の
で
す

が
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
に
企
業
の
研
究
所

と
し
て
そ
れ
に
取
り
組
む
と
い
う
の

は
、
ち
ょ
っ
と
問
題
あ
り
と
な
り
ま
し

ょ
う
か
と
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

上
司
に
自
分
の
出
身
大
学
、
電
気
通

信
大
学
の
佐
々
木
茂
美
教
授
か
ら
依
頼

が
あ
っ
た
旨
伝
え
ま
し
た
ら
、
即
座
に

ダ
メ
の
判
断
が
出
ま
し
た
。
後
年
ソ
ニ

ー
で
超
能
力
の
研
究
を
し
た
時
期
が
あ

り
ま
す
が
、
松
下
電
器
産
業
で
は
最
初

か
ら
Ｎ
Ｇ
で
し
た
。

そ
れ
で
内
緒
に
日
曜
日
の
夜
な
ど
に

大
学
に
伺
っ
て
、
透
視
能
力
者
の
山
下
少

年
の
実
験
中
の
脳
波
測
定
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｐ
Ｋ
能
力
者
の
清
田

少
年
の
脳
波
測
定
も
し
て
お
り
ま
し
た
。

清
田
益
章
氏
と
は
半
世
紀
ず
っ
と
お
付

き
合
い
が
あ
り
、
今
日
の
報
告
の
中
に

も
彼
の
最
近
の
す
ご
い
も
の
を
お
伝
え

し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
手
が
か
り
に
私
も

長
い
こ
と
こ
の
分
野
の
研
究
を
続
け
て

き
た
の
で
、
そ
れ
な
り
の
仮
説
を
立
て

ま
し
て
皆
様
方
に
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、

厳
し
い
ご
批
判
を
い
た
だ
き
な
が
ら
さ

ら
に
こ
の
仮
説
を
仕
上
げ
て
い
こ
う
と
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い
う
希
望
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

研
究
所
の
上
司
が
ダ
メ
だ
と
言
っ
た

も
の
を
隠
れ
て
や
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
結
局
ば
れ
て
し
ま
っ
て
す
ご
く
怒

ら
れ
て
、
会
社
を
首
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
研
究
所
の
メ
ン
ツ
も
あ
る
の

で
、
依
願
退
職
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

幸
い
私
が
つ
く
っ
た
脳
力
開
発
研
究
所

に
2
年
間
委
託
研
究
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま

し
た
が
、
私
は
古
く
か
ら
脳
波
研
究
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
の
脳
波
測
定
で

は
病
院
で
使
う
よ
う
な
大
型
の
脳
波
計

は
使
え
な
い
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
生
体

ア
ン
プ
を
つ
な
い
だ
り
し
て
、
脳
波
を
計

測
で
き
る
よ
う
な
性
能
に
仕
上
げ
て
測

定
し
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
は
8
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
測
定
し
ま
す
が
、
前
頭
の

左
右
、
側
頭
の
左
右
、
頭
頂
の
左
右
、

後
頭
の
左
右
で
脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。

当
時
の
脳
波
の
知
見
と
し
ま
し
て

は
、
目
を
閉
じ
て
静
か
に
す
る
と
後
頭

の
ア
ル
フ
ァ
波
が
沢
山
出
る
が
、
他
の

部
位
で
は
ア
ル
フ
ァ
波
は
ほ
と
ん
ど
出

な
い
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
実
際

に
8
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
測
定
し
ま
す
と
、

前
頭
、
側
頭
、
頭
頂
で
も
沢
山
出
て
お

り
ま
し
た
。

能
力
者
の
脳
波
計
測

★
記
憶
力
世
界
一
：
友
寄
英
哲
氏

円
周
率
４
万
桁
暗
記　

9
・
8
Ｈ
ｚ

　

の
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
が
優
勢

ソ
ニ
ー
社
員
で
あ
っ
た
友
寄
氏
は
、

円
周
率
４
万
桁
を
18
時
間
で
言
い
終
え

た
と
い
う
こ
と
で
、
3
年
間
ギ
ネ
ス
ブ

ッ
ク
に
載
り
ま
し
た
。

友
寄
氏
が
円
周
率
を
思
い
出
し
て
い

る
と
き
の
脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。

9
・
8
Ｈ
ｚ
が
非
常
に
強
い
ピ
ー
ク
に

な
る
の
で
す
が
、
ｆ
分
の
1
揺
ら
ぎ
も

あ
り
、
そ
の
中
心
周
波
数
は
0
・
1
Ｈ

ｚ
く
ら
い
の
変
化
は
し
ま
す
。

非
常
に
面
白
い
の
は
人
間
で
す
か
ら

機
械
と
違
っ
て
、
円
周
率
を
思
い
出
す

と
き
非
常
に
早
く
す
ら
す
ら
し
ゃ
べ
れ

る
と
き
と
、
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
し
て

一
生
懸
命
思
い
出
そ
う
と
し
な
が
ら
思

い
出
せ
な
く
て
黙
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
円
周
率
を
し
ゃ
べ
る
と
き

に
ア
ル
フ
ァ
波
の
山
が
ち
ょ
っ
と
低
く

な
っ
て
途
絶
え
る
と
き
に
は
思
い
出
せ

な
い
の
で
す
。
そ
し
て
深
呼
吸
し
な
が

ら
ア
ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
る
と
思
い
出

す
の
が
早
く
な
り
、
ア
ル
フ
ァ
波
が
一

段
と
強
く
な
る
と
、
と
ん
と
ん
と
ん
と

思
い
出
す
の
が
早
く
な
り
ま
す
。

こ
う
い
う
ア
ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
る
よ

う
な
脳
状
態
の
と
き
に
は
、
も
の
を
覚

え
る
と
か
思
い
出
す
と
い
う
の
は
ス
ム

ー
ズ
に
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

★
独
創
的
発
想
力
：
米
長
邦
雄
氏

 

1
0
0
手
詰
め
の
詰
め
将
棋
を
5

分
で
解
く　

9
・
9
Ｈ
ｚ
の
ミ
ッ
ド

ア
ル
フ
ァ
波
が
優
勢

永
世
棋
聖
の
米
長
邦
雄
氏
に
1
0
0

手
詰
め
の
詰
め
将
棋
を
考
え
て
い
る
と

き
の
脳
波
を
測
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
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し
た
。
5
分
く
ら
い
で
解
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。

図
は
一
生
懸
命
考
え
て
い
る
と
き
の

脳
波
で
す
が
、
閃
き
が
と
き
ど
き
出
ま

す
が
、
合
間
に
12
・
8
Ｈ
ｚ
の
周
波
数

が
出
て
い
る
と
き
に
は
詰
み
の
方
向
で

は
な
い
と
考
え
直
し
て
い
る
と
き
で

す
。
最
後
に
9
・
9
Ｈ
ｚ
の
ミ
ッ
ド
ア

ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
た
と
き
に
、「
解

け
た
よ
、
君
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

★
ハ
タ
・
ヨ
ガ
に
お
け
る
脳
波

ハ
タ
・
ヨ
ガ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
、

2
種
類
の
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
る
と
き
の

脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。
筋
肉
に
刺
激

を
与
え
な
が
ら
心
を
集
中
さ
せ
る
ア
ー

サ
ナ
（
ダ
ヌ
ラ
ー
シ
ャ
ナ
）
と
き
の
脳

波
は
、
12
・
5
Ｈ
ｚ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ア

ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
て
、
そ
の
後
筋
肉

を
完
全
に
弛
緩
さ
せ
何
も
考
え
な
く
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
サ
バ
ー
サ
ナ
で
は
、

9
・
9
Ｈ
ｚ
の
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
が
強

く
出
ま
し
た
。

自
律
訓
練
法
に
よ
る
皮
膚
温
と
脳
波
の

変
化自

律
訓
練
法
は
ド
イ
ツ
の
精
神
科
医

シ
ュ
ル
ツ
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
自
己

催
眠
法
で
あ
り
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

技
法
で
す
。
図
は
自
律
訓
練
法
を
し
て

い
る
と
き
の
脳
波
の
周
波
数
で
す
。
右

側
は
お
な
か
が
温
か
く
な
る
と
い
う
暗

示
の
と
き
の
周
波
数
で
す
が
、
10
Ｈ
ｚ

の
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
が
非
常
に
高
く

出
ま
す
。

い
か
に
し
て
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
を
出

す
か

★
自
律
訓
練
法
：
調
身
、
調
息
、
調
心

・ 

手
足
が
温
か
く
な
る
→
全
身
の
血
行　

が
良
く
な
る

・ 

お
な
か
が
温
か
く
な
る
→
内
臓
の
働　

き
が
良
く
な
る

・ 
額
が
涼
し
く
な
る
→
勘
が
冴
え
て
く　

るこ
う
い
う
3
つ
の
変
化
が
出
て
来
た

ら
、
お
お
む
ね
自
律
訓
練
法
は
う
ま
く

い
っ
て
い
る
よ
と
評
価
さ
れ
ま
す
。

で
は
脳
波
を
測
り
な
が
ら
自
律
訓
練

法
を
し
た
ら
ど
う
な
る
か
？
ミ
ッ
ド
ア

ル
フ
ァ
波
が
強
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

手
足
→
お
な
か
→
額
の
ス
テ
ー
ジ
に
移

っ
て
い
き
ま
す
。

★ 

ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
Ｆ
（
バ
イ
オ
フ
ィ
ー　

ド
バ
ッ
ク
）法
を
改
良

図
の
右
上
の
装
置
は
松
下
電
器
産
業

に
所
属
し
て
い
た
と
き
に
つ
く
っ
た
も

の
で
す
。
脳
波
を
測
定
し
な
が
ら
、
ア

ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
る
と
テ
ー
プ
レ
コ

ー
ダ
ー
が
動
き
出
し
て
、
そ
れ
に
録
音

さ
れ
て
い
る
内
容
（
鳥
の
鳴
き
声
、
波
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の
音
等
）
が
聞
く
こ
と
が
で
き
る
装
置

で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ル
フ
ァ
波
を

強
く
出
す
訓
練
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

当
時
の
米
国
で
は
人
気
が
出
ま
し
た
。

不
思
議
現
象
解
明
の
た
め
の
脳
波
計
測

図
は
松
下
電
器
産
業
を
辞
め
て
か
ら

2
年
間
の
委
託
研
究
の
と
き
に
、
開
発

し
た
小
型
の
脳
波
計
で
す
。

小
型
に
す
る
た
め
に
2
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
し
た
の
で
す
が
、
右
脳
の
脳
波
（
チ

ャ
ン
ネ
ル
1
）
と
左
脳
の
脳
波
（
チ
ャ

ン
ネ
ル
2
）
を
測
定
し
、
両
側
の
脳
波

の
位
相
が
揃
う
と
表
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本

音
（
右
脳
）
と
建
前
（
左
脳
）
が
合
致
す

れ
ば
、
脳
の
活
動
は
非
常
に
効
率
的
に

な
り
ま
す
。
こ
の
装
置
は
そ
の
よ
う
に

両
側
の
脳
波
の
位
相
が
揃
う
と
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
音
が
鳴
る
よ
う
な
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
装
置
は
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
2
人

の
脳
波
を
測
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
例
え
ば
生
徒
と
教
師
、
あ
る
い
は

選
手
と
コ
ー
チ
の
間
の
脳
波
の
位
相
が

揃
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
う
ま

く
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
二
人
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
音
が

出
る
よ
う
に
訓
練
す
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
良
く
な
り
、
選
手
の
成
績

が
伸
び
た
り
し
ま
す
。

シ
ュ
ー
マ
ン
の
仮
説
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯

よ
く
周
波
数
を
調
べ
ま
す
と
、
い
つ

も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
き
は
7
・
8

Ｈ
ｚ
の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
、
13
・
6
Ｈ

ｚ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
フ
ァ
波
、
19
・
8

Ｈ
ｚ
の
ベ
ー
タ
波
、
25
・
４
Ｈ
ｚ
の
4

種
類
の
波
が
脳
波
と
し
て
際
立
っ
て
出

て
来
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
れ
ら
の
周
波
数
が
出
て

く
る
の
か
何
を
探
し
て
も
見
つ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
1
9
5
2
年
に
シ
ュ

ー
マ
ン
が
地
球
の
外
側
に
プ
ラ
ス
と
マ

イ
ナ
ス
の
電
離
層
が
出
来
て
い
て
、
そ

の
電
離
層
が
プ
ラ
ズ
マ
振
動
し
て
電
磁

波
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
出

し
ま
し
た
。
そ
の
周
波
数
も
計
算
し
て

出
し
た
の
で
す
が
、
当
時
は
そ
の
計
測

技
術
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
ま
た
ま
米
国
の
ア
ポ
ロ
計
画
で
い

き
な
り
人
間
を
月
に
送
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
で
空
間
の
状

況
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
1
9
5
8

年
米
国
の
物
理
学
者
バ
ン
ア
レ
ン
が
そ

の
電
離
層
を
発
見
し
た
た
め
、「
バ
ン
ア

レ
ン
帯
」と
い
う
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。

バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
周
波
数
は
先
ほ
ど

述
べ
ま
し
た
脳
波
の
ピ
ー
ク
の
4
つ
の

周
波
数
と
合
致
す
る
の
で
す
。

右
側
下
図
の
よ
う
に
地
球
の
大
気
圏

の
外
側
ま
で
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
電

離
層
が
す
ご
く
大
き
な
領
域
で
存
在
し

て
い
ま
す
。
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そ
こ
で
人
工
衛
星
「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー

ラ
ー
１
号
」
で
そ
の
周
波
数
を
計
測
し

ま
し
た
。
Ｆ
1
：
7
・
8
Ｈ
ｚ
、
Ｆ

2
：
13
・
6
Ｈ
ｚ
、
Ｆ
3
：
19
・
8
Ｈ

ｚ
、
Ｆ
４
：
25
・
４
Ｈ
ｚ
の
ピ
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
周
波
数
は
毎
日

計
測
さ
れ
て
、
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

私
は
「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、
こ
れ
ら

の
ピ
ー
ク
の
周
波
数
と
脳
波
の
周
波
数

の
分
け
方
と
一
致
す
る
の
で
は
な
い

か
」
と
思
い
ま
し
た
。
Ｆ
１
が
ス
ロ
ー

ア
ル
フ
ァ
波
、
Ｆ
2
が
フ
ァ
ー
ス
ト
ア

ル
フ
ァ
波
、
Ｆ
3
が
ベ
ー
タ
波
、
Ｆ
４

が
ガ
ン
マ
波
で
す
。（
続
く
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
六
回
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
研
究
集
会
報
告

人
生
の
大
転
換
を
画
し
た
竹
炭
の

効
用

　
　
　

講
師　

岩
熊�

裕
明�

氏

�

（
株
式
会
社�

夢
大
地　

代
表
取
締
役
）

日
時　

令
和
4
年
4
月
16
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
Ｆ
）

今
で
は
あ
た
り
ま
え
と
な
っ
たW

i-Fi

の
電
波
が
届
か
な
い
四
国
の
山
奥
で
竹

炭
を
焼
く
岩
熊
裕
明
が
家
族
と
も
ど
も

人
生
の
大
転
換
を
画
し
た
竹
炭
と
の
出

会
い
や
そ
の
効
用
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

竹
は
今
、
日
本
中
に
放
置
さ
れ
竹
林

化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
大
き
な

訳
が
あ
る
よ
う
で
す
。
竹
は
今
後
地
球

を
救
う
為
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
植
物

で
す
か
ら
、
否
が
応
で
も
広
が
り
続
け

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
竹
の

持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
性
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
が
、
元
素
成
分
に
も
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
竹
の
本
体
に
は
特
に
鉄
分
が
多

く
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
竹
の
笹
の
葉

に
は
沢
山
の
ケ
イ
素
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
植
物
の
元
素
成
分
は
、
生
の
ま
ま
で

も
炭
化
し
た
後
で
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
長
期
利
用
・
長

期
保
存
が
可
能
で
あ
る
炭
に
す
れ
ば
、

地
球
環
境
改
善
と
人
類
や
生
き
物
の
健

康
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
七
回
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
研
究
集
会
報
告

見
え
な
い
世
界
の
リ
ア
ル
〜
能
表

現
と
サ
イ
科
学
の
接
点
を
探
る
〜

　
　
　

講
師　

山
中�

雅
志�

氏

�（
観
世
流
能
楽
師
、
山
中
能
舞
台
主
宰
）

日
時　

令
和
4
年
5
月
14
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
Ｆ
）

幽
玄
の
世
界
を
あ
つ
か
う
「
能
」
は
、

6
0
0
年
以
上
の
命
脈
を
保
つ
古
典
芸

能
。
演
目
の
大
半
が
霊
魂
な
ど「
幽（
か

く
）
れ
た
世
界
」
を
扱
っ
て
い
る
点
で

特
異
で
す
が
、
見
え
な
い
世
界
を
扱
う

サ
イ
科
学
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
観
世
流
シ
テ
方
能
楽

師
、
山
中
雅
志
氏
を
迎
え
、
見
え
な
い

世
界
に
つ
い
て
の
お
話
を
う
か
が
い
、

サ
イ
科
学
と
の
接
点
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
能
面
な

ど
手
に
取
っ
て
の
解
説
、
ま
た
参
加
者

が
能
装
束
を
つ
け
る
実
演
も
お
こ
な
わ

れ
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会　

6
月

の
定
例
幹
事
会
に
か
わ
る「
お
茶

会
」に
関
連
し
て　

������　
　
　
　
　

和
田�

高
幸

�

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

6
月
の
研
究
集
会
は
中
止
（
延
期
）

と
な
り
ま
し
た
が
、「
お
茶
会
」
あ
る

い
は
「
お
茶
」
に
つ
い
て
す
こ
し
述
べ

た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
わ
た
し
の
場
合
、「
お
茶
」
を

嗜
む
習
慣
が
つ
い
た
の
は
1
9
7
0

年
頃
の
学
生
時
代
、
英
国
の
家
庭
に
滞

在
し
て
い
た
時
期
が
き
っ
か
け
だ
っ
た

と
記
憶
し
ま
す
が
、
当
時
の
英
国
人
た
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ち
は
朝
か
ら
晩
ま
で
一
日
に
何
度
も
紅

茶
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
英
国
に
は
紅

茶
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
昔
は
値
段

が
高
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
酪

農
国
で
す
か
ら
ミ
ル
ク
は
安
く
、
カ
ッ

プ
に
は
ミ
ル
ク
を
先
に
注
ぐ
の
が
ふ
つ

う
で
し
た
（
私
の
よ
う
な
日
本
人
に
は

奇
異
な
感
じ
が
し
ま
し
た
が
）。

そ
の
後
、
豪
州
の
大
学
へ
留
学
、
さ

す
が
ミ
ル
ク
の
品
質
は
よ
か
っ
た
で
す

が
、
専
ら
お
茶
よ
り
ビ
ー
ル
の
毎
日
で

し
た
。

日
本
的
な
「
茶
室
」
を
構
え
る
の
は

長
年
の
夢
で
し
た
が
、
自
宅
の
座
敷
を

使
え
ば
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
つ
い
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
す
。
幸

い
、
庭
に
は
蹲
踞
（
つ
く
ば
い
）
が
あ

り
、
縁
側
を
「
待
合
」
と
す
る
発
想
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
茶
釜
や
炭
は
ど
こ
で

も
手
に
入
り
ま
す
が
、「
お
茶
」
と
い

え
ば
「
作
法
」
や
「
形
式
」
を
思
い
浮
か

べ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

一
応
の
素
養
は
あ
る
と
は
い
え
、
お

茶
の
来
歴
な
ど
を
み
ま
す
と
、
茶
室
も

茶
会
も
け
っ
こ
う
自
由
な
発
想
で
よ
い

の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。「
茶
の
湯
」
と

い
え
ば
茶
碗
や
生
け
花
、
掛
け
軸
な
ど

の
道
具
立
て
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
が
、

貿
易
港
の
堺
か
ら
発
祥
し
た
の
で
す
か

ら
当
然
で
す
。
舶
来
も
の
の
陶
芸
品
や

絵
画
な
ど
で
財
を
成
し
た
の
は
堺
の
商

人
た
ち
で
す
。
千
利
休
や
そ
の
師
匠
・

武
野
紹
鴎
も
豪
商
と
い
わ
れ
、
当
時
の

「
茶
会
」
の
同
人
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

茶
会
は
、
現
代
風
に
い
え
ば
「
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
よ
う
な
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
週
一
回
の
定
例
会
に
は
選

抜
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
会
合
の

中
身
は
食
事
と
ス
ピ
ー
チ
で
す
。

と
こ
ろ
で
茶
道
を
大
成
し
た
利
休
の

師
匠
、
武
野
紹
鴎
（
た
け
の
・
じ
ょ
う

お
う
）
の
茶
室
が
「
天
下
茶
屋
（
て
ん

が
ち
ゃ
や
）」
に
近
い
松
虫
通
（
阿
倍
野

区
）
の
「
聖
天
」
に
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
、
住
職
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
8
畳

く
ら
い
の
広
さ
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

茶
室
と
し
て
は
広
め
で
す
。
わ
た
し
の

推
測
で
す
が
、
堺
か
ら
来
た
紹
鴎
は
、

も
と
も
と
異
国
か
ら
や
っ
て
き
た
宣
教

師
で
背
丈
も
日
本
人
よ
り
大
き
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
、
紹
鴎
が
つ
く
っ
た
茶

室
で
す
か
ら
「
紹
鴎
庵
」。
こ
れ
が
な
ま

っ
て「
ジ
ョ
ウ
ア
ン
」と
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
堺
の「
利
晶
の
杜
」
に
は
宣
教

師
、「
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
」
の

展
示
が
あ
り
ま
す
。
た
ぶ
ん
「
ジ
ョ
ア

ン
ナ
」
は
日
本
名
「
じ
ょ
う
あ
ん
」
を
名

乗
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
天
下
茶
屋
の
近

隣
に
は
「
基
督
教
短
大（
き
り
た
ん
）」

の
敷
地
が
あ
り
、
昔
こ
こ
に
は
宣
教
師

が
住
ん
で
い
て
日
本
庭
園
も
あ
っ
た
と

地
元
の
古
老
か
ら
聞
き
ま
し
た
が
、
同

一
の
人
物
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
堺
や
大
坂
は
海

に
面
し
て
お
り
、
し
か
も
西
に
ひ
ら
け

た
港
町
で
し
た
か
ら
ヒ
ト
や
モ
ノ
が
行

き
か
う
の
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
、
つ

ま
り
国
際
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、「
茶
の
湯
」
も
同
様
、
西
洋
や
大
陸

か
ら
入
っ
て
き
て
定
着
し
た
文
化
で
す
。

大
阪
、
船
場
生
ま
れ
の
父
は
、
生
前

「
あ
る
も
の
、
使
え
る
も
の
は
最
後
ま

で
使
え
」と
よ
く
言
い
ま
し
た
が
、「
古

い
も
の
」
や
「
あ
る
も
の
」（
数
寄
屋
）

を
生
か
す
と
い
っ
た
心
が
け
が
今
回
の

「
茶
室
」
に
結
晶
し
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

当
日
は
、
懐
石
料
理
な
ら
ぬ
「
茶
巾

鮨
」
と
「
茶
碗
蒸
」
の
昼
食
と
煎
茶
椀

で
接
待
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

人
生
を
命
が
消
え
る
ま
で
心
も

健
康
で
あ
り
た
い
生
き
方

������　
　
　
　
　

森
安�

政
仁

　

�

（
前
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

私
は
81
歳
で
現
在
健
康
で
痛
み
も
な

く
、
自
営
業
（
鶏
卵
卸
業
）
で
毎
日
の

出
会
い
の
人
と
心
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
41
年
間
全
国
の
縁
あ
る
方
と
出
会

い
、
無
料
で
心
霊
治
療
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

そ
し
て
一
番
大
切
な
事
は
人
間
関
係

の
調
和
に
気
づ
き
ま
し
た
。
特
に
生
霊

（
想
念
、
人
の
思
い
の
念
）、
怒
り
、
妬
み

等
の
思
い
を
身
体
に
受
け
る
と
、
身
体

の
ど
こ
か
に
痛
み
、
し
び
れ
、
頭
痛
等

と
し
て
受
け
る
80
％
位
が
生
霊
と
私
は

思
い
ま
す
。
こ
の
状
態
が
長
い
年
月
続

く
と
念
を
発
し
た
人
も
受
け
た
人
も
病

気
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

先
祖
か
ら
い
た
だ
い
た
肉
体
の
弱
い
部

分
が
病
気
と
し
て
現
れ
る
よ
う
で
す
。

生
霊
は
発
す
る
人
間
の
思
い
が
消
え

る
ま
で
き
ま
す
（
波
の
よ
う
に
続
き
ま

す
）。
こ
の
生
霊
を
止
め
る
こ
と
は
、

私
は
誰
も
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
（
祈

り
で
一
時
的
に
軽
く
な
り
ま
す
が
）。

左
側
は
女
性
か
ら
の
思
い
、
右
側
は
男

性
か
ら
の
思
い
、
そ
し
て
身
内
の
争
い

が
特
に
難
病
が
多
い
よ
う
で
す
。

先
祖
に
つ
い
て

会
社
、
商
店
、
個
人
で
も
争
い
事
を

長
い
年
月
し
て
い
る
と
、
先
祖
が
心
配

し
て
、
あ
の
世
で
苦
し
ん
で
、
悪
い
方
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に
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
争
い
事
は
短

期
間
に
し
て
早
く
気
づ
く
事
が
大
切
と

思
い
ま
す
。
争
い
事
を
し
て
い
る
会

社
、
商
店
、
個
人
は
、
私
が
知
る
限
り

だ
め
に
な
り
ま
し
た
。
沢
山
の
ご
先
祖

様
に
尋
ね
て
、
皆
先
祖
の
願
い
は
「
仲

良
く
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
て
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

80
歳
〜
90
歳
の
夫
婦
共
健
康
で
い
る
方

の
生
き
方

・ 

両
家
と
も
先
祖
の
供
養
を
大
切
に
し　

て
い
る

・
争
い
は
す
る
が
す
ぐ
仲
直
り
す
る

・ 

奥
さ
ん
が
だ
ん
な
さ
ん
に
尽
く
し
て　

い
る

・ 

だ
ん
な
さ
ん
が
奥
さ
ん
に
尽
く
し
て　

い
る

・ 

子
供
に
は
争
い
を
し
な
い
よ
う
に
言　

い
聞
か
せ
て
い
る

・ 

社
会
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い　

る
・
皆
両
家
共
兄
弟
が
仲
が
良
い

80
歳
代
に
な
っ
て
気
づ
い
た
思
い

　

身
体
が
老
化
し
て
い
る
が
、
心
が
発

す
る
思
い（
念
）が
強
く
な
っ
て
く
る
。

ま
た
相
手
の
念
を
受
け
る
と
身
体
が
老

化
し
て
い
る
の
で
、
若
い
と
き
よ
り
強

く
感
じ
る
。
人
生
死
ぬ
ま
で
修
行
と
思

い
ま
す
。

介
護
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

・ 

若
い
と
き
か
ら
争
い
事
を
な
る
だ
け　

し
な
い

・
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

・
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
尽
く
す

・
思
い
や
り
の
心
が
大
切

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
2
号（
1
9
8
4
年

6
月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

名
著
こ
ぼ
れ
話　
　
　
　

������　
　
　
　
　

関�
英
男
�

（
元
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長
）

「
サ
イ
」
3
号
45
ペ
ー
ジ
の
広
告
で

『
あ
る
ヨ
ギ
の
自
叙
伝
』
と
い
う
書
物

に
お
気
付
き
の
会
員
も
お
ら
れ
た
と
思

う
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
出
版
社
で

あ
る
。
森
北
出
版
と
い
え
ば
、
理
工
学

専
門
の
出
版
社
と
し
て
手
広
く
活
動
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
方
面
で
御
存
じ
な

い
方
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

理
工
学
書
し
か
扱
わ
な
い
出
版
社
が
、

な
ぜ
ヨ
ガ
に
関
す
る
本
を
だ
す
よ
う
に

な
っ
た
か
の
経
緯
を
知
っ
て
る
方
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

筆
者
も
、「
日
本
神
学
」の
表
紙
裏
に

中
野
裕
道
先
生
著「
ヨ
ー
ガ
霊
動
法
」と

並
ん
で『
あ
る
ヨ
ギ
の
自
叙
伝
』を
紹
介

し
て
あ
る
の
で
、
神
学
連
盟
が
出
版
し

て
い
る
の
か
な
、
と
思
っ
た
位
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ「
日
本
神
学
」で
も
、
昭

和
57
年
頃
の
推
薦
図
書
を
見
る
と『
ヨ

ガ
行
者
の
一
生
』
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
日
本
語
版
の
初
版
は
昭
和
35
年
6
月

25
日
で
定
価
2
、
0
0
0
円
、
関
書
院

新
社
（
森
北
ビ
ル
内
）
発
行
と
な
っ
て

い
る
。
昨
年
、
9
月
10
日
初
版
と
し
て

発
行
さ
れ
た
『
あ
る
ヨ
ギ
の
自
叙
伝
』

は
森
北
出
版
社
の
名
に
お
い
て
、
定
価

2
、
8
0
0
円
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
間
の
事
情
を
筆
者
の
知
っ
て
い

る
所
か
ら
述
べ
る
と
こ
う
で
あ
る
。
ま

ず
、
京
都
に
あ
っ
た
関
書
院
の
先
代
社

長
が
、
Ｓ
Ｒ
Ｆ
（
自
己
実
現
同
志
会
）

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
昭
和
35
年
に
出
版

し
た
が
、
経
営
の
都
合
で
在
世
中
に
森

北
出
版
社
の
会
長
森
北
常
雄
氏
に
出
版

の
継
続
を
依
頼
し
、
関
書
院
の
先
代
社

長
は
他
界
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
森
北
ビ

ル
（
元
は
駿
河
台
に
あ
っ
た
）
内
に
関

書
院
新
社
を
設
け
て
出
版
を
継
続
し
、

昭
和
53
年
に
は
11
版
を
重
ね
た
。
現

在
、
京
都
に
関
書
院
は
な
い
そ
う
で
あ

る
。
森
北
出
版
社
は
社
屋
を
現
在
の
千

代
田
区
富
士
見
一
丁
目
に
移
し
、
原
本

は
同
じ
だ
が
、
一
昨
年
新
し
く
版
権
を

取
得
し
、
昨
年
9
月
10
日
に
初
版
と
し

て
世
に
出
し
た
の
で
あ
る
。

一
体
な
に
ゆ
え
に
理
工
学
書
し
か
扱

わ
な
い
森
北
出
版
が
ヨ
ギ
の
自
叙
伝
を

発
行
し
た
の
か
。
そ
れ
は
現
会
長
の
森

北
常
雄
氏
が
、
関
書
院
の
先
代
社
長
と

深
い
友
人
関
係
に
あ
り
、
そ
の
依
頼
に

よ
っ
て
引
受
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
を
現
社
長
の
森
北
肇
氏
が
継
承
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
先
代
の
関
書
院
社
長
が
故
人
と
な

っ
た
現
在
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
大
冊
を

翻
訳
出
版
し
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
さ
ら
に
湧
い
て
く
る
疑
問

と
し
て
、
原
本
の
出
版
権
に
つ
い
て
で

あ
る
。
米
国
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
あ
る

Ｓ
Ｒ
Ｆ
と
い
う
会
員
組
織
の
団
体
の
出

版
部
が
版
権
を
所
有
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
通
常
の
場
合
の
よ
う
に

出
版
が
主
体
業
務
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
、
旧
版
と
新
版
の
日
本
語
訳

を
筆
者
は
丹
念
に
比
べ
て
み
た
が
、
確

か
に
、
新
版
の
方
の
日
本
訳
は
洗
練
さ

れ
て
読
み
易
く
な
っ
て
お
り
、
内
容
は

正
確
無
比
で
あ
る
。
こ
れ
が
20
年
以
上

の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
理
由
で
も
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あ
る
。

原
著
者
パ
ラ
マ
ハ
ン
サ
・
ヨ
ガ
ナ
ン

ダ
は
1
8
9
3
年
1
月
5
日
イ
ン
ド
東

北
部
の
ゴ
ラ
ク
プ
ー
ル
に
生
れ
、
1
9
5

2
年
3
月
7
日
米
国
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

に
お
い
て
3
次
元
の
肉
体
を
離
れ
た
。

そ
の
間
、
1
9
1
7
年
に
、
い
か
な
る

宗
派
に
も
属
さ
な
い
公
益
法
人
Ｙ
Ｓ
Ｓ

を
イ
ン
ド
に
創
設
し
、
1
9
2
0
年
に

同
様
の
法
人
Ｓ
Ｒ
Ｆ
を
米
国
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
に
設
立
し
た
。
変
っ
て
い
る
の

は
、
旧
版
も
新
版
も
日
本
語
訳
の
訳
者

名
が
な
く
、
Ｓ
Ｒ
Ｆ
日
本
会
員
と
な
っ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

筆
者
は
失
礼
と
思
っ
た
が
、
試
み
に

こ
の
点
を
編
集
担
当
者
に
質
し
て
み

た
。
す
る
と
、
英
語
に
堪
能
な
貿
易
会

社
員
で
、
し
か
も
Ｓ
Ｒ
Ｆ
会
員
の
御
協

力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
の
書
物
の
著
者
は
本
格
的
な
ヨ

ガ
の
行
を
ス
ワ
ミ
・
ス
リ
・
ユ
ク
テ
ス

ワ
よ
り
教
わ
っ
た
。
ス
ワ
ミ
・
ス
リ
・

ユ
ク
テ
ス
ワ
の
師
は
ラ
ヒ
リ
・
マ
ハ
サ

ヤ
で
あ
り
、
そ
の
ま
た
師
に
当
る
マ
ハ

ア
ヴ
ァ
タ
ー
・
バ
バ
ジ
は
イ
ン
ド
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
現
存
す
る
数
千
歳
の
神
人
だ

と
い
う
。
こ
れ
ら
3
人
の
肖
像
は
著
者

の
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
の
書
物
の
巻
頭

に
飾
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
バ
バ
ジ

の
肖
像
だ
け
は
、
画
家
の
描
い
た
も
の

で
あ
っ
て
、
減
多
に
娑
婆
に
姿
を
現
わ

さ
な
い
た
め
で
も
あ
る
。
バ
バ
ジ
以
外

の
3
人
は
も
う
故
人
で
あ
る
が
、
こ
の

書
物
の
著
者
ヨ
ガ
ナ
ン
ダ
の
師
の
ま
た

師
の
ラ
ヒ
リ
・
マ
ハ
サ
ヤ
の
霊
が
「
人

類
の
原
点
を
探
る
」
の
著
者
、
安
東
民

先
生
と
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
誠
に
興

味
あ
る
因
縁
で
あ
る
。
ヨ
ガ
ナ
ン
ダ
は

『
あ
る
ヨ
ギ
の
自
叙
伝
』
の
他
に
9
冊

の
書
物
を
著
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

1
冊
を
森
北
出
版
の
元
常
務
の
太
田
さ

ん
か
ら
翻
訳
に
つ
い
て
筆
者
が
相
談
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
初
期
総
務
理
事
照

洲
さ
ん
に
示
し
た
所
、
か
な
り
乗
気
に

な
ら
れ
た
が
、
版
権
交
渉
が
進
ま
ず
に

流
れ
て
し
ま
っ
た
。
所
が
、
筆
者
は
図

ら
ず
も
、
そ
の
中
の
術
語
に「
オ
ー
ム
」

と
い
う
言
葉
を
記
録
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
安
東
民
先
生
の
オ
ー
ム

振
動
水
の
語
源
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
オ
ー
ム
は
す
べ
て

の
音
響
の
基
本
で
あ
り
、
神
を
象
徴
す

る
宇
宙
語
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ー
ダ
語
の
オ

ー
ム
は
チ
ベ
ッ
卜
語
の
聖
な
る
語
「
ウ

ム
」
に
な
っ
た
。
ま
た
、
回
教
徒
の
ア

ー
ミ
ン
、
そ
れ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ

シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
ユ
ダ
ヤ
お
よ
び
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
ア
ー
メ
ン
に
転
化
し
た
。

ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
ア
ー
メ
ン
は
確
実
と
忠

実
を
意
味
す
る
。
オ
ー
ム
は
聖
な
る
霊

魂
（
不
可
視
の
宇
宙
振
動
、
あ
る
い
は

宇
宙
創
造
の
大
神
様
の
諸
相
の
中
に
存

在
す
る
神
）
か
ら
放
散
さ
れ
る
す
べ
て

に
透
入
す
る
音
響
で
あ
る
。
ま
た
、
聖

書
の
言
葉
で
あ
り
、
す
べ
て
の
原
子
内

に
あ
る
神
聖
な
存
在
を
実
証
す
る
創
生

の
声
で
あ
る
。
オ
ー
ム
は
Ｓ
Ｒ
Ｆ
（
自

己
実
現
同
志
会
）
の
瞑
想
法
の
実
践
に

よ
っ
て
耳
に
き
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

話
が
そ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ふ
た

た
び
原
著
に
も
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
。

訳
本
は
5
0
0
ペ
ー
ジ
以
上
に
及
ぶ

厚
い
書
物
で
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
根
気

の
よ
い
方
で
な
い
と
、
全
巻
に
目
を
通

す
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
サ
イ

科
学
を
本
格
的
に
掘
下
げ
よ
う
と
す
る

な
ら
、
こ
の
書
物
を
読
ん
で
お
か
な
い

と
話
に
な
ら
な
い
。
著
者
ヨ
ガ
ナ
ン
ダ

は
ク
リ
ア
・
ヨ
ガ
を
実
践
し
た
が
、
同

時
に
唯
物
科
学
万
能
の
西
欧
の
人
々

に
、
そ
の
本
質
を
普
及
す
る
使
命
を
与

え
ら
れ
た
の
で
、
世
間
一
般
で
い
う
最

高
学
府
に
入
っ
て
大
学
教
育
を
受
け
、

1
9
2
0
年
米
国
に
渡
っ
た
。

か
く
い
う
筆
者
も
こ
の
書
物
か
ら
沢

山
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
無
線
電
信
を
マ

ル
コ
ニ
ー
よ
り
以
前
に
発
明
し
て
お
り

な
が
ら
、
そ
の
栄
誉
を
求
め
ず
、
む
し

ろ
、
動
物
、
鉱
物
、
植
物
の
す
べ
て
が

躍
動
す
る
生
気
を
観
察
で
き
る
ク
レ
ス

コ
グ
ラ
フ
を
発
明
し
た
大
科
学
者
ボ
ー

ス
の
話
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

何
年
も
何
年
も
飲
ま
ず
食
わ
ず
に
生

き
た
の
は
、
日
本
の
長
南
年
恵
だ
け
か

と
思
っ
た
ら
、
イ
ン
ド
に
は
50
年
間
も

断
食
し
て
平
気
な
ギ
リ
バ
ラ
と
い
う
女

性
が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
の
書
物
か
ら
教

え
ら
れ
た
。
し
か
も
、
著
者
ヨ
ガ
ナ
ン

ダ
は
わ
ざ
わ
ざ
ギ
リ
バ
ラ
の
住
む
ベ
ン

ガ
ル
の
山
奥
フ
ル
リ
ア
ま
で
訪
ね
て
い

っ
た
。
そ
し
て
、
ギ
リ
バ
ラ
は
12
歳
4

か
月
以
来
、
68
歳
の
当
時
ま
で
、
い
っ

さ
い
飲
食
物
を
口
に
し
な
い
秘
法
を
質

問
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
秘
密
を
一
切

漏
ら
す
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
、

と
い
っ
て
拒
絶
さ
れ
た
。
た
だ
、
あ
る

種
の
マ
ン
ト
ラ
と
一
種
の
呼
吸
法
か
ら

成
る
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
分
か
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
仙
人
が
霞
を
食
っ
て
生

き
る
方
法
を
地
で
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

故
人
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
こ
こ
は
筆
者
の
想
像
だ

が
、
関
書
院
の
先
代
社
長
は
Ｓ
Ｒ
Ｆ
の

会
員
と
な
り
、
利
害
を
超
越
し
て
、
こ

の
名
著
を
邦
訳
す
る
よ
う
推
進
さ
れ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画　―ＵＦＯとの関連―�（1976�USL）�・・・・・・・��190 円�（160 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974 : 英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。
以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHSビデオ : オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHSビデオ : ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。

※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

<お問い合わせ>

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp

� � � FAX�047-330-4091
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（１）自分専用のガイド（守護霊）を演出（所有）する。
夜になり、ベランダに出て、暗い世空に向けてキ
リを吹き、水滴をカメラでフラッシュ撮影する。
毎晩続けると、そのうちにガイド（守護霊）が出て
くる（約1ヵ月間）。

（２）呼吸法などを用いて脳波の周波数を下げて変
性意識状態（ASC）になり、目隠し（アイマスク等）
をして、非肉眼で外部を見る事を試みる。見える
人は超能力者である。普通人でも、見える様に成
るには、毎晩、毎晩施行して、10ヵ月くらいで、
見える様に成れば、上出来である。

（３）この時、無意識層から「気」が体外に放出さ
れて、そこにある真オーブ（依り代）に付着して意
識体を形成する。

（４）意識体は脳と協力して、マクロPKとして、
スカラー波を介して、念写が形成される。

（５）脳（意識）と心（自律神経）の関係をみると、
サイ現象生起時の両者は、協力して現象生起の為
の努力をしている。

（６）この実験の実施状況を述べる。
（６−１）結果としての念写像等。市街地の橋の上、
高速道路のPAなど、多少埃っぽい場所が良い。

（６−２）ガイドは深みの在る色合い。また重々し
い感じがある。自分の先祖をガイドにすると、よ
り安心感がでる。　

（６−３）オーブの円内の表面模様をカオス解析し
たところ、駆動因子としてフラクタル数1.9〜2 .3
が得られた（苗）、これから、皮膚の約2箇所から

「気」が出ていると推定した。
（６−４）透視時の写真を見ると、鏡像が多い（福
来、佐々木、山下、清田）。つまり、上下は正像
であるが、左右は鏡像である。これは視覚が向う
側にある証拠である。

（６−５）念写時の光は、むこう側からやってくる
（山下、中国の子供たち）。
（６−６）芽オ−ブは、向こう側からくる（佐藤、
佐々木、川崎等）。

（６−７）5秒おきに連続して写真を撮影した時も、
得られるオーブ写真には、量子的な結果と物体的
な結果が重畳してあらわれている。

（６−８）現象生起時の脳波が7〜8Hzに近づくと、
皮膚の上下振動（ＭＶ）もこれに同調する傾向があ
る。つまり脳機能と自律神経機能が協力して、現
象を生起させているようすである。以上から、

（A）「気」は大気中を流動している。
（B）変性意識状態（ASC）に入る事が必要。
（C）変性意識状態（ASC）によって、意識の自由度
を制限して、物質化することにより、意識を実験
に参入させることが可能に成ると考えられる。

超常現象として願い事を叶える超常現象として願い事を叶える

分まかなえるレベルになります。再生可能エネルギ
ーについては、ネガティブキャンペーンがありま
すが、私は楽観しております。

 実はサイ科学の主要なテーマである空間エネル
ギーも実現すれば、どこでも無料でエネルギーが
取り込めるのです。もう少し時間はかかると思い
ますが、実現の可能性は十分あります。

エネルギーが豊富に供給されれば、ヒューマノ
イド（人間型ロボット）がほぼ人間の仕事の肩代わ
りをするようになります。人口が減っている日本
ですが、人口以上のヒューマノイドが活躍して農
業も新技術が生まれ、食料自給も可能になり、様々

な産業が発展します。
それでは人間は何をするのか？何が生きがいに

なるのか？自分の好きな趣味、手作りのもの、音楽、
絵画、デザイン、小説、アウトドアライフ、旅行、
起業、発明、・・・いくらでもやりたいことはある
でしょう。今までのように食べるためにやむを得
なくやっていた仕事ではなく、より創造的、より
楽しいことに自分の時間を使うようになります。
もちろん起業して世の中のためになるものを造り、
お金儲けしてもいいでしょう。結婚して子育てや
家族で楽しむのも大いなる創造行為です。

栗田��慶祐
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は個人の貧富の差は格段に拡がり、さらに科学技
術も発達して、経済力も含めて国家間の国力の差
が生まれております。そして軍事力のある独裁国
家は国内の特定地域に住む民族を弾圧したり、周
囲の国に侵攻して、領土を増やそうとしています。
それは当然すぐに紛争や戦争に移行するでしょう。

通常の「100人の村」とは違うお話ですが、もし
100人の村で99人が幸せに暮らしていても、1人だ
け不幸な人間がいて、皆からいじめられていたら、
どうなるでしょう？

その1人は自分の境遇を嘆いて、他の99人を恨
んで危害を加えるかもしれません。そうするとど
んなに幸せに暮らしていた99人も酷い状況になる
可能性があるのです。横溝正史の長編推理小説「八
つ墓村」のモデルになった津山事件（1938年）はそ
の最悪なケースです。近年では秋葉原通り魔事件

（2008年）、京アニ放火事件（2019年）も自分の境遇
に不満をもつ男が起こした事件です。米国では学
校等での銃乱射事件が毎年多数起こっております。

これらはもちろん個人に責任がありますが、こ
ういう事件を生み出す社会的な状況があって低い
確率ではありますが、事件を起こす人間が現れ、
そして平和で善良に暮らしていた多数の人々の生
命が奪われるのです。

こういう不条理な事件が起こらない社会、覇権主
義の国家、独裁者が出現しない世界、すなわち全て
の国民が平和で安全で幸福に暮らす社会を構築す
るためにはどうすればいいのでしょうか？

まず人間の本質はスピリチュアルな存在であり、
地球上の全ての人間はその霊性レベルにおいてつ
ながっている、ということが科学的事実として人々
に認知されること。人を愛すれば即自分を愛して
いることになりますし、また人からも愛されます。
また人を傷つければ自分も心が傷つくのです。繊
細な心をもっている人はこの反応がすぐ分かります。

従って、全ての人々の行動指針と国の政策は「愛
と慈悲と共生」の原理に基づいたものにするという
ことです。サイ科学、心霊科学を研究している皆
さんはほぼ意味が分かると思いますが、一般の
人々、世界中の人々がその事を常識として納得す
るためには、あと何百年かはかかるでしょう。

残念ながら人類はこれからも悲惨な戦争を繰り

返すでしょうし、全面核戦争になれば人類絶滅の
危機もあり得ますが、そこまで行かなければ個人
と同様、苦い経験を沢山して人類も学んで行くで
しょう。

要するに争いや戦争というのは、人間のもつエゴ
イズムや強欲、支配欲によって引き起こされ、そ
れによって無益な殺し合いが始まり、多くの悲し
みが生まれ、勝者も多大な損害を受けます。真の
知性をもった者同士ならば、いかにそれが馬鹿ら
しいことか、未熟で幼い行為かが分かるはずです。

「愛と慈悲と共生」といっても言葉だけでは、理
想社会は実現しません。社会システムとして、才
能がある人もそれほどない人も、また精神的、身
体的な理由で働けない人も、通常の生活ができる
だけのベーシックインカムを国から支給する。それ
だけでも自暴自棄になって起こす犯罪は減ります。

多数の人間が集まれば率は低いですが、働くこ
とが難しい人、芸術家や科学者でも生活を維持す
るのが難しいタイプは昔から存在しています。そ
ういう人々も最低限の生活は保障して、その余裕
の上で何か世の中のためになることができればベ
ターです。

ベーシックインカムといっても、その原資はあ
るのか？

そのためには、エネルギー政策が重要になりま
す。カーボンニュートラルにかこつけて、また原
子力村から原発再稼働しなければ日本は危ない、
などの不安を煽る宣伝がありますが、嫌なことを
忘れようとするのが日本人の悪い癖です。どこで
も引き受けない放射能物質のゴミが、全国52基の
原発周辺に大量に保管されており、これからもそ
れを増やそうというのでしょうか？高速増殖炉「も
んじゅ」は１兆円以上の税金を使って、商業発電量
0で廃炉となり、その何十倍の税金を使って建設し
た原発52基のうち現在稼働中なのは9基のみとい
うことです。何という無駄をしたのでしょうか。

これからはより安全で建設費も安い、コストも
将来は安くなる地熱、水力、風力、波力、太陽光
等の再生可能エネルギーの時代です。特に日本は
世界有数の「火山国」であり地熱資源は、世界第3
位のレベルです。これら再生可能エネルギーの開
発を原発よりも低いレベルでも国の支援と意欲があ
れば、将来のエネルギー源は原発、火力無しでも十
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喩えれば、俺は今こういう銃や刀やナイフをもっ
ているぞ、と周囲の人間に誇示する行為であり、
現代の先進国では反社の人間でもあまりやらない
行為でしょう。人間として恥ずかしい行為なので
すが、それが国単位だとそれほど非常識だと思わ
れずに続いております。

また、個人同士で考えても人の物を無断で取っ
たり、人の土地を奪ったり人の家に無断で上がり
込みそこに住みついて、その家の住人の自由を侵
したりすることは、民主主義国家でなくてもあり
得ないですし、もしあったら犯罪になる行為です
が、特定の独裁国家は他国に対して平気でそれを
やっております。

残念ながら21世紀の地球においても、こういう
判断をする人間が為政者として長期政権を築いて
いるのです。ということは、そういう独裁者が現
れる社会を造っている国民、そしてひいては人類
全体の責任といえるでしょう。

日本も昭和初期から第2次世界大戦（太平洋戦
争）が終わるまでは、天皇陛下を祭り上げて政治家
と軍部が民衆を煽りながら、半島、中国、台湾、
東南アジアに侵攻し、インフラを整えたケースもあ
りますが、やはりそこに住む住人達の自由を奪い、
命を奪ってきた歴史があります。

こういう歴史を見てくると、本当に戦争のない
「理想社会」は来るのだろうか？という疑問は残る
でしょう。

その前になぜ人類はこういう愚かな行為を続け
ているのか、その原因を探ることが必要です。

遺伝子解析も含めて最近の研究で日本の紀元前
の歴史がかなり分かってきたのです。渡来系の弥
生人が進んだ稲作技術を伝える前まで、縄文人達
は栗などの木の実の栽培や海に出て海産物や漁労
を共同で行い、縄文後期には稲作も始まっていた
ようですが、縄文時代は1万年〜1万3千年続いた
ということです。

その期間において大量殺戮の跡はほとんど見つ
かっておらず、また渡来人と縄文人の戦いの跡も
あまり無く、両者はゆっくりですが混血していった
ようです。その証拠は日本人Y染色体（父系DNA)
の遺伝子解析をすると、中国や東南アジアにはほ
とんどない縄文人（D1a）の遺伝子が半分前後あり

（唯一例外はチベット人も多い）、残り半分は大陸

から来た民族の遺伝子が入っております。（詳しく
は以下のYouTube動画を検索、視聴願います。）

YouTube 教科書には無いDNA解析で分かった
古代日本人の起源 -後半-  茂木誠

縄文人のもつ争いを嫌う穏やかな性格もあった
のかもしれませんが、古代の日本人は1万年以上
という長期間大きな争いもなく、平和に暮らして
いたのはなぜでしょうか？縄文時代と重なる時代
のあるエジプトでは周辺諸国との激しい争いや王
朝の栄枯盛衰もありました。日本は島国という他
国から侵略されにくい地政学的な優位さはありま
したが、国内での政治的な争いはなかったのでし
ょうか？

まだ詳細な歴史は分かっておりませんが、かな
り平和が続いたことは確かなようです。その理由
を推測するに、毎年限られた土地での栗や木の実
の生産は共同体として協力してやっていかないと
うまくいかないですし、それらの収穫を特定の個
人が蓄積することもできなかったでしょう。また
海産物や魚は生ものですから、主に男達が共同で
小型船で海に出て捕り、それぞれの家族集団に持
ち帰って、早めに食していたでしょう。

要するに当時は特定の個人が富を蓄積して、
人々を搾取したり抑圧したりはできない社会であ
ったと思います。天変地異や天候不順、海の状況
の変化により、収穫が激減したときも、皆で協力
して生き残る術を考えたと思います。

日本が国家の形を取り始めたのは、卑弥呼が治
めた邪馬台国ですが、それ以前に大陸からより優
れた稲作技術がもたらされ、弥生時代が始まりま
す。穀物の蓄積そして富の蓄積ができるようにな
り、富の偏在が起こると、支配層や被支配層の区
別が生まれます。

話は飛びますがそれから1800年ほど経った現代



2020年の１月に日本で最初の新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）の患者が出てから約2年半
経った時点で、弱毒化したとはいえオミクロン株＋
αがまだしたたかに市中感染しております。

今から100年前、パンデミックのスペイン風邪
が猛威を振るい、概数ですが世界で4000万人以上、
日本で38万人以上の死者を出しております。

今年6月下旬時点でのコロナ死者数は、世界で
630万人以上、日本で3万1千人以上です。100年
前は現在と比較すれば、ワクチン、医療技術、医
療体制、衛生観念が大幅に劣っていた時代なので、
単純比較はできませんが、新型コロナウイルス以上
のダメージを人類は受けました。

当時の日本人口5,500万人の約40%がスペイン
風邪に感染し、日本では終息までに3年かかって
おります。それに従えば新型コロナウイルス感染症
も今年中に終息するのではないかと希望も込めて
予想します。完全には終息しないで、より弱毒化
してインフルエンザ並になるという予想もあります。

人類にとってパンデミックは天然痘、ペスト、
梅毒、コレラ、結核、発疹チフス、ポリオ、麻疹、
風疹、インフルエンザ、エイズ、・・・等、一世紀
に2、3回は起こっていることで、これからも人類
のパンデミックとの戦いは続くでしょう。

地球創造主の立場からいえば、パンデミックは
現在の地球の支配者として自然も変えるべく、我
が物顔に振る舞っている人類の奢りに対する警告
でもありますし、社会常識や文明の転換を促す効
果もあるでしょう。

そしてコロナ禍が多少収まってきたかと少し安
心していましたら、今度は2月24日にプーチンロ
シアのウクライナ侵攻が始まりました。どういう

理由があれ、独立した国家に他国が侵入し、街を
破壊し尽くして、多数の住民を殺していい訳があ
りません。本当にウクライナの現状をニュース映
像等で見る度に、心が痛く気分が落ちるので、最
近はあまりテレビを見なくなりネットで情報を仕
入れております。

予備校講師としてたまに生徒と戦争の話をする
のですが、やはり人類はこれまでもずっと戦争を
してきたし、これからも永遠にしていくだろう、
というのが生徒達の見解です。多分皆さんもほと
んどの人が同じ意見だと思います。

しかし私は、それほど絶望的ではありません。
智恵をもった人類として、ホモ族の中で最終的に
生き残ったホモ・サピエンスは20〜30万年の歴史
といわれておりますが、文字が発明され文明が起
こってからせいぜい1万年から数千年の歴史しかな
いのです。私はよくいうのですが、100歳の人を時
系列で並べれば、数十人の時間経過なのです。真
の意味での「高等人類」への進化の過程としては、
現在はやっと幼児から小学校低学年レベルになった
ということでしょう。

幼児や小学校低学年レベルの子供達の喧嘩を見
れば分かりますが、目の前にあるおもちゃや食べ
物の取り合い、ちょっと叩いた、場所を取ったと
いうことで感情的に泣いたり、喧嘩になったりし
ます。1000年後の人類から見れば、現在の人類の
やっていることは知的レベルでいえばまだ小学校
低学年レベルなのです。

別の比喩でいいますと、独裁国家がよくいろい
ろな記念日にミサイルや戦車や多くの武器を行進
させて示威することがありますが、それは個人に
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